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保護者による評価








Ａ環境面


　スペースや人員配置は概ね問題ない。





Ｂ児童への支援内容


・　支援内容に、概ね問題ない。


障がいのない子どもと活動する機会はないが、ニーズがあるかは不明。





Ｃ事業所からの情報発信


・情報発信もできている。





Ｄ非常対応


・マニュアルの存在、避難訓練の状況は伝わっていない。





職員による自己評価








Ａ環境面


スペース、人員配置については概ね問題ないが、玄関が狭く、車椅子の出入りがしづらい。





Ｂ児童への支援内容


・活動のプログラムが固定しがち


・正職間では、密な打ち合せや振り返りが出来ているが、非常勤を含めては、なかなかできていない。





Ｃ関係機関との連携


・学校との意見交換は出来ているが、他の関係機関との連携は、出来ていない。（療育センター、作業所等の通所先、一般の学童など）





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


保護者への説明や信頼関係は出来ている。





Ｅ非常対応


マニュアル等の共有は出来ている。ヒヤリハットの共有・対応策を考えた方がよい。





事業所内での分析





【共通点】


・スペースや人員配置、保護者との情報共有は良い評価が出ている。





【相違点】


マニュアルや避難訓練の実施が、支援者は理解していても、存在や実施状況を保護者へ伝わっていない。















































分析・検討してみて…











事業所の強み





事業所の改善点





活動プログラムを固定化せず、充実させる。


非常時対応、マニュアルの保護者への周知。


職員と非常勤の情報共有。





保護者との連携。


人員配置、スペースの確保。


デイサービス計画と支援の内容。











活動プログラムの多様化を図る。


職員間の情報共有の徹底。


避難訓練や研修等を保護者へ周知する。


緊急時マニュアルを年度当初に保護者へ配布するなどを検討。








事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


保護者との関係は良好なため、この状況を維持できるように努めたい。また、活動内容については、固定されがちな面もある為、充実するように検討したい。職員間、職員と保護者間の情報共有を今後も進めたい。








